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年
末
年
始
の
業
務
案
内

　
　

〜
市
役
所
本
庁
の
業
務
日
は
年
末
が
28
日
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
始
が
４
日
か
ら
〜

市
役
所
本
庁
の
年
末
年
始
の
業
務
日
は
、
年
末
が
28
日
㈬
ま
で
、
年
始
は
４
日
㈬
か
ら
で
す
。

な
お
、
ご
み
・
し
尿
、
水
道
な
ど
の
業
務
や
各
施
設
の
年
末
年
始
開
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

休
業
期
間
中
、
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
施
設
の
休
館
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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◉市の人口・世帯数 10 月31日現在（カッコ内は前月比）
人口 男 女 世帯数

108,637(+2) 51,532(+8) 57,105(-6) 47,394(+35)

くろまろ塾

くろまろ塾・くろまろキッズの認定講座や催しはこのマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

今後の予定など詳
しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

02 年末年始の業務案内
（ごみ・し尿、水道などの業務や各施設の開館日）

04 今月の焦点
平成27年度決算報告

11 情報 PICK UP
・市内のイルミネーション情報
・「みんなで南海体操！奥河内ver.」ができました

12 市政と関連情報  モックル生活ガイド
暮らし12、安全安心12、保険・年金13、障が
い者14、税金 14、高齢者16・24、子育て20、
健康 21、教育・文化 22、協働 23、パブリック
コメント25、事業所25、フォト25、公表 26

15 奥河内くろまろの郷通信

16 自分キラリいきいきライフ

17 シリーズ人権連載

18 フォトニュースかわちながの

29 情報プラザ
お知らせ 29、講演・講座 29、展示・催し 31、  
スポーツ 33、募集 34、相談 35

36 かわちながの ものづくり探訪14
株式会社HEAVENプランニング

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

業務内容 年末 年始

し
尿
く
み
取
り
（
環
境
衛
生
課
）

定期のくみ取り
29日㈭まで ４日㈬から

※１月１日～３日の収集地域
は年末に実施。

臨時のくみ取り 28日㈬まで ４日㈬から

☆申し込みは希望日の午前10時までに環境衛生課へ。
☆簡易水洗式トイレの水の出しすぎ、水漏れにご注意を。
☆浄化槽の故障などは設置業者、管理業者に依頼を。
☆ 12月 23日㈷は定期のくみ取りを行います。

水
道（
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
）

修繕業務

無休。ただし、なるべく 28 日
㈬正午までに連絡を。道路上な
どでの漏水は早急に水道料金セ
ンターへ。

引っ越しなどに伴う
開閉栓の届け出 28日㈬まで ４日㈬から

死亡したペットの収集
環境衛生課（有料） 30日㈮まで ４日㈬から

死亡したペットの持ち込み
市営斎場（有料） 30日㈮まで ３日㈫から

犬・猫の引き取り
府動物管理指導所藤井寺分室
（☎072-937-1101）

26 日㈪まで ４日㈬から

業務内容 年末 年始

ご
み
収
集
（
環
境
衛
生
課
）

も
え
る
ご
み

月・木収集 29日㈭まで ５日㈭から

火・金収集 30日㈮まで ６日㈮から

水・土収集 31日㈯まで ４日㈬から

◉もえないごみ・粗大ごみ
◉資源ごみ（ペットボ
トル、プラスチック製
容器包装、カン・ビン・
小型金属類、古紙・古布）

第１月曜日（１月２日）の収集
は 12 月 29 日㈭に、第１火曜
日（１月３日）の収集は 12 月
30日㈮に振り替えます。
※上記収集日以外は年末年始
も通常どおり収集します。

引っ越しなどに伴う
臨時ごみ（有料）

28日㈬まで ４日㈬から

※申し込みは希望日の４日前（土・
日・祝日・年末年始を除く）ま
でに環境衛生課へ。

ふ
れ
あ
い
収
集

水曜日
収集地区 28日㈬まで ４日㈬から

木曜日
収集地区 29日㈭まで ５日㈭から

南河内環境事業組合
第２清掃工場への直
接持ち込み（有料）

28日㈬まで ４日㈬から

※ごみを積載し、印鑑を持って午
前９時 30 分から午後４時 30 分
までに第２清掃工場へ。

☆年末年始のごみ収集は平常時間より早くなること
があります。ご注意ください。

◉年末年始の各業務の取り扱い

施設名 年末 年始
三日市窓口センター 26日㈪まで ５日㈭から

市民交流センター、公民館、
くろまろ館、滝畑ふるさと
文化財の森センター、市民
総合体育館、岩湧の森 四季
彩館、林業総合センター、
日野コミュニティセンター、
市民公益活動支援センター、
三日市市民ホール、ノバテ
ィホール、消費生活センタ
ー、三日市情報コーナー、
子ども・子育て総合センタ
ーあいっく（わくわく広場、
ピーチルーム、ファミリー・
サポート・センターは水曜
日休館です）、子育て支援
センターちよだだい、保育
所、東部・中部・西部地域
包括支援センター、保健セ
ンター、健康支援センター
（ウェルネスフォレスト三日
市）、資源選別作業所、衛生
処理場

28日㈬まで ４日㈬から

施設名 年末 年始

障がい者福祉センターあかみ
ね、小山田・清見台コミュニ
ティセンター、小山田・清
見台地域福祉センター、福
祉センター錦渓苑

27日㈫まで ５日㈭から

図書館

28日㈬まで ２日㉁から

※２・３日の開館は午前
10 時～午後５時。4 日ま
で天誅組の行軍記録「大和
日記」を特別公開します。

市立テニスコート、市立グラ
ウンド、寺ケ池公園野球場、
武道館、下里人工芝球技場

無休（施設利用の窓口申請
は年末は 28 日㈬まで、年
始は４日㈬から）

ラブリーホール 29日㈭まで ４日㈬から

奥河内くろまろの郷
30日㈮まで ５日㈭から

※農産物直売所は６日㈮から。

斎場 31日㈯まで ３日㈫から

◉各施設の年末年始開館日
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河
内
長
野
家
の

家
計
簿

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
財
政
状
況
を
家
計
に
例
え
る
と
、
食
費
や
医
療
費
、
光

熱
水
費
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど
経
常
的
な
支
出
だ
け
で
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
支
出
が
、
給
与
収
入
や
親
か
ら
の
援
助
金
な
ど
経
常
的
に
入
る
お
金
に
対

し
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
表
す
指
標
を
「
経
常
収
支
比
率
」
と
い
い
、
前
年

度
か
ら
７
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
96
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
府
内
都

市
平
均
94
・
４
％
を
２
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
の
必
要
経
費
だ
け
で
給
料
の
大
部
分
を

使
い
果
た
し
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課

義務的
   経費

その他
経費

（53.7％）

（39.5％）

投資的経費
（6.8％） ①人件費

62億5,824万5千円
　（18.4％）

②扶助費
92億117万6千円
　（27.0％）

⑥公債費
28億2,130万7千円（8.3％）

⑦普通建設事業費　22億7,972万5千円（6.7％）

⑦災害復旧事業費
2,291万5千円
　（0.1％）

③物件費
50億894万7千円
　（14.7％）

④補助費等
26億1,824万8千円（7.7％）

⑤繰出金
50億6,936万1千円
　（14.9％）

③維持補修費
3億2,362万4千円（0.9％）

⑧積立金　4億3,124万5千円（1.3％）

④貸付金　1,293万8千円
　　　　　　（0.0％）

（性質別）

❶市税
123億8,589万6千円
　（36.1％）

❻繰越金　1億9,814万4千円（0.6％）
❼諸収入など　5億7,813万5千円（1.7％）

❷使用料及び手数料
5億9,895万7千円
　　　　　（1.7％）

❺繰入金　2億6,901万2千円（0.8％）

❸地方交付税
62億1,962万円
　（18.1％）

❸国庫支出金
60億358万9千円
　（17.5％）

❹市債
24億4,170万円
　（7.1％）

❸府支出金
25億7,926万7千円
　（7.5％）

❸その他　26億6,371万8千円（7.8％）

自主
財源

依存
財源

（42.0％）（58.0％）

❷分担金及び負担金
3億9,563万7千円（1.1％）

（単位：円）

収　　　入
❶給与収入 108,200

❷パート収入 8,700

❸親からの援助 152,600

❹金融機関からの借入 21,300

❺貯金の取り崩し 2,400

❻前月からの繰越金 1,700

❼雑収入 5,100

ー ー

300,000

（単位：円）

支　　　出
①食費 54,700

②医療費・教育費 80,400

③光熱水費・日用品・修理 46,600

④自治会・サークルの会費 23,000

⑤子どもへの仕送り 44,300

⑥ローンの返済 24,700

⑦家の増改築 20,100

⑧貯金 3,800

297,600

市税❶
　市民税や固定資産税など
使用料、手数料など❷

　施設使用料や
住民票交付手数料など
国庫・府支出金など❸

　国や府から
給付されるお金など

市債❹
　金融機関などから
借り入れたお金

繰入金❺
　貯金を取り崩したお金

繰越金❻
　前年度から

繰り越されたお金
諸収入など❼

　財産の売り払いや
寄附金など

①人件費
　職員の給料や議員報酬
②扶助費
　生活保護費や児童手当など
　福祉に使うお金
③物件費など
　物品・原材料購入費や
　修理代など
④補助費など
　各種団体に交付する
　補助金や貸付金
⑤繰出金
　特別会計に対して
　支払うお金
⑥公債費
　市債の元金や
　利子の支払金など
⑦普通建設事業費など
　道路や学校などの
　建設や改修など
⑧積立金
　貯金に積み立てるお金

Ａ

余ったお金

貯金残高 951,900

ローン残高 6,682,100

B

　　－　　＝2,400Ａ B

※貯金残高、ローン残高については、
　年収360万円とした場合　

歳出
340億 4,773万1千円

歳入
343億 3,367万5千円

※上記円グラフの番号は家計簿の番号と対比しており、 同じ比率で家計簿の数値を算出しています。

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

（単位：億円）

地方交付税額地方交付税額

市税収入額市税収入額

平成 27 年度は、26 年度に引き続き市税収入

額が減少し、税と相関関係にある地方交付税

が増加しました。

124

市税収入額と地方交付税の推移
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（単位：億円）
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64

・衛生費
38億5,963万2千円
　　　　（11.3％）

・民生費
153億7971万1千円
　 （45.2％）

・総務費
37億5,389万8千円
　　　　（11.0％）　　

・土木費
24億6,665万9千円
　　　　（7.2％）

・教育費
31億6,361万1千円
　　（9.3％）

・消防費
13億8,905万9千円
　　　　（4.1％）

・公債費
28億2,130万7千円
　　（8.3％）

・農林業費
5億1,354万3千円
　　　   （1.5％）

・商工費
3億3,258万8千円
　　　　（1.0％）

・議会費
3億2，420万4千円
　　（0.9％）

・労働費
2，060万4千円
　　　（0.1％）

・災害復旧費
2,291万5千円
　　（0.1％）

（目的別）

◉
今
月
の
焦
点
　
平
成
27
年
度
決
算
報
告

月収30万円
としたら

　

平
成
27
年
度
の
決
算
が
９
月
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
３
４
０
億
４
７
７
３
万
１
千
円
、
歳
入
総
額
は

３
４
３
億
３
３
６
７
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
（
円
グ
ラ
フ
参
照
）。

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
収
支
は
、

１
億
３
９
８
６
万
１
千
円
で
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
月
収
30
万
円
の
家
庭
の
家
計
に
例
え
て
説
明
し
な
が
ら
、
市
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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( 単位 : 千円 )
種 類 金 額 主な使い道
市 債 63,727,636

臨時財政対策債等 19,230,947 財源不足への対応など
通常の建設地方債 13,368,590 教育・福祉施設等整備事業債など
下 水 道 事 業 債 26,564,679 下水道事業
水 道 事 業 債 4,563,420 水道事業
基 金 9,078,739

財 政 調 整 基 金 2,468,485 財源不足への対応
減　債　基　金 410,229 借金の返済
普通建設事業基金 1,466,846 一般建設事業
その他特定目的基金 4,558,394 長寿ふれあい基金など
水 道 事 業 基 金 174,785 用地取得・施設整備など
※市民１人当たりの市債の額は584,448円、基金の額は83,261円です。

■市債・基金の状況(単位:千円)
会計名 歳　　入 歳　　出

特 別 会 計 31,211,991 30,068,280
国民健康保険事業 16,280,942 15,626,155
土 地 取 得 151,893 151,893
部 落 有 財 産 415 415
下 水 道 事 業 3,765,114 3,470,449
介 護 保 険 9,261,770 9,118,397
後期高齢者医療 1,751,857 1,700,971
水道事業会計  3,267,848  3,533,834 
収 益 的 収 支  2,678,418  2,337,239 
資 本 的 収 支  589,430  1,196,595 

※平成27年度の下水道事業特別会計は、平成28年４月１
日から下水道事業に地方公営企業法の全部を適用し、地方公
営企業会計へ移行したことから、平成28年３月31日をもっ
て「打ち切り決算」を行いました。

■特別会計・水道事業会計の決算

①実質赤字比率：一般会計などの実質的な赤字額が、
標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを
示すもの
②連結実質赤字比率：全会計の実質的な赤字額が、
標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを
示すもの
③実質公債費比率：一般会計などの実質的な借入金の返

済額が、標準的な収入に対してどれくらいの割合になる
かを示すもの
④将来負担比率：一般会計などが抱える実質的な負債の
残高が、標準的な収入に対してどれくらいの割合になる
かを示すもの
⑤資金不足比率：各公営企業の資金不足額が、事業の
規模に対してどれくらいの割合になるかを示すもの

◉用語解説

　

今
後
は
さ
ら
に
、
人
口
減
少
や
人
口

構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
る
市
税
の
減
収

が
予
想
さ
れ
る
一
方
で
、
高
齢
化
に
よ

る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
関
係
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
の
中
で
、
財
政
収
支
を
踏
ま
え

た
施
策
・
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る

財
政
基
盤
の
確
立
が
よ
り
一
層
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
定
住
・
転
入
の
促
進

や
産
業
振
興
等
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
歳

入
の
増
加
に
努
め
ま
す
。
歳
出
面
で
は

引
き
続
き
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
既
存
施
策
・

事
業
を
見
直
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
範

囲
内
に
お
け
る
選
択
と
集
中
に
よ
っ
て
、

新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策

や
事
業
に
組
み
換
え
て
い
く
こ
と
で
河

内
長
野
市
の
発
展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特
定

事
業
を
区
別
し
て
い
る
特
別
会
計
と
公

営
企
業
と
し
て
設
け
て
い
る
水
道
事
業

会
計
の
決
算
お
よ
び
平
成
27
年
度
末
の

市
債
・
基
金
の
状
況
は
上
表
の
と
お
り

で
す
。
一
方
、
財
政
が
健
全
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
の
指
標
を
表
す
財
政
健
全

化
判
断
比
率
（
下
表
）
で
は
、
い
ず
れ

の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、

現
状
で
は
健
全
な
運
営
状
態
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。

■財政健全化判断比率
（単位：％）

区 分 河内長野市

①実質赤字比率 ー
(赤字なし）

②連結実質赤字比率 ー
(赤字なし）

③実質公債費比率 4.6

④将来負担比率 ー
（将来負担なし）

⑤資金不足比率
　（水道・下水道）

ー
(資金不足なし）

350％

20％

0％

12.38％ 20％

17.38％ 30％

25％ 35％

財政健全化団体 財政再生団体財政健全団体

経営健全団体 経営健全化団体

早期健全化基準 財政再生基準

経営健全化基準

健全財政 財政悪化
■
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
１
億
９
９
８
０
万
円
）

　

消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施

し
、
山
間
部
な
ど
、
こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ
グ
無

線
で
は
届
か
な
か
っ
た
地
域
が
減
少
し
ま

し
た
。
ま
た
、
高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
と

連
動
し
、
確
実
な
情
報
伝
達
が
可
能
と
な

り
、
災
害
へ
の
迅
速
な
初
動
体
制
が
確
立

し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
耐
用
年

数
を
超
え
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
更
新
と
合
わ

せ
て
、
新
た
に
４
か
所
の
施
設
に
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
衛

星
携
帯
電
話
を
２
台
導
入
し
、
情
報
伝
達
手
段
を
多
様
化
す
る
と

と
も
に
、
生
活
必
需
品
の
備
蓄
物
資
の
拡
充
な
ど
災
害
対
策
を
強

化
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
へ
の
取
り
組
み

（
６
７
９
万
２
千
円
）

27年度に実施した主要事業を、危機管理、協働、教育などに分けて紹介します。

問い合わせ　政策企画課 

地域防災訓練を実施しています（写真は昨年の様子）

AED（写真左）と衛星携帯電話（写真右）

平成27年度主要事業

■
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進

（
２
７
６
１
万
１
千
円
）

　

夜
間
の
防
犯
を
推
進
し
、
自
治

会
な
ど
の
防
犯
灯
管
理
経
費
の
削

減
や
環
境
負
荷
の
低
減
の
た
め
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
ま

し
た
。

■
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助

（
２
４
０
万
円
）

　

地
域
の
防
犯
活
動
の
支
援
の
た

め
、
自
治
会
な
ど
が
設
置
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
し
た
。

■
地
域
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
（
１
２
７
万
５
千
円
）

　

地
域
防
災
の
強
化
の
た
め
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
が
比
較

的
多
い
流
谷
地
区
・
石
見
川
地
区

の
住
民
と
と
も
に
、
地
域
の
危
険

箇
所
な
ど
を
記
載
し
た
地
域
版
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

■
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
促
進

（
２
６
６
万
３
千
円
）

　

地
域
住
民
が
互
い
に
協
力
し
て

防
災
活
動
を
推
進
で
き
る
よ
う
、

自
主
防
災
組
織
へ
の
助
成
や
活
動

推
進
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

危
機
管
理

◉今月の焦点　平成 27 年度決算報告

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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建
物
の
老
朽
化
の
進
行
や
、
近
年
の
葬
儀
の
あ
り
方
の
多
様
化
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
27
年
７
月
か
ら
新
市
営
斎
場
の
建
替
工
事
を

実
施
し
、
平
成
28
年
10
月
に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
営
斎
場
の
建
替
整
備

（
５
億
５
２
３
４
万
１
千
円
）

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
の
確
保
や
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
振
興
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進

を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
６
月
に
下
里
運
動
公

園
・
人
工
芝
球
技
場
と
憩
い
の
広
場
を
、
７
月

に
管
理
棟
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

下
里
運
動
公
園
・

人
工
芝
球
技
場
の
整
備

（
３
億
５
０
１
４
万
円
）

■
学
校
施
設
の
耐
震
化
（
１
億
３
７
３
３
万
４
千
円
）

　

義
務
教
育
施
設
の
環
境
向
上
と
、
応
急
避
難
所
と
し
て

の
機
能
向
上
の
た
め
、校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

全
て
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
震
発
生
時
に
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防
止
す
る
な
ど
の
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

■
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
補
助
（
１
億
１
２
万
６
千
円
）

　

待
機
児
童
の
解
消
な
ど
を
め
ざ
し
、
市
内
私
立
幼
稚
園

が
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
の
に
伴
い
、
調
理
室
な
ど

の
整
備
や
、
一
時
預
か
り
事
業
な
ど
へ
の
補
助
を
行
い
ま

し
た
。

■
国
史
跡
烏
帽
子
形
城
跡
整
備
（
９
５
１
万
６
千
円
）

　

市
の
歴
史
文
化
の
魅
力
を
発
信
す
る
郷
土
の
歴
史
学
習

と
憩
い
の
場
と
し
て
、
国
史
跡
烏
帽
子
形
城
跡
の
整
備
を

進
め
、
標
柱
の
設
置
、
主
郭
部
分
の
建
物
礎
石
の
地
上
表

現
、
樹
木
の
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

■
放
課
後
児
童
会
の
充
実
（
１
億
９
３
９
０
万
１
千
円
）

　

よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
放
課
後
を
過
ご

せ
る
よ
う
、対
象
学
年
を
５
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
拡
大
し
、

新
た
に
６
ク
ラ
ス
を
増
設
し
ま
し
た
。
各
児
童
会
で
は
、
子

ど
も
の
状
況
や
発
達
段
階
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
な
遊

び
と
生
活
の
場
を
提
供
し
、
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
充
実（
６
２
９
万
７
千
円
）

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
市
内
各
小
学
校

に
設
置
し
た
学
校
運
営
協
議
会
の
運
営
を
支
援
し
、
保
護

者
や
地
域
住
民
の
学
校
教
育
活
動
へ
の
参
加
・
参
画
を
進

め
ま
し
た
。

■
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
推
進

（
59
万
５
千
円
）

　

再
生
可
能
で
生
物
由
来
の
資

源
で
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用

し
、
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
竹
資
源
を

活
用
し
た
土
壌
改
良
材
の
研
究

を
進
め
、
大
学
・
事
業
者
と
共

同
で
特
許
を
出
願
し
ま
し
た
。

ま
た
、
廃
食
用
油
を
回
収
し
、

一
部
を
発
電
に
利
用
し
て
イ
ベ

ン
ト
で
活
用
す
る
な
ど
、
ご
み

の
減
量
や
資
源
の
有
効
活
用
を

推
進
し
ま
し
た
。

■
家
庭
系
ご
み
リ
ユ
ー
ス
事
業

の
充
実
（
96
万
２
千
円
）

　

現
在
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
陶
磁
器
製
・
ガ
ラ
ス
製
食

器
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
「
も
っ
た
い
な
い
市
」
に

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

（
2
億
６
０
２
０
万
2
千
円
）

　

子
育
て
世
代
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
平
成
27
年
４

月
診
療
分
か
ら
、
子
ど
も
の
通
院
医
療
費
の
助
成
対
象
を
小
学
６
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
引
き
上
げ
、
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

■
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

（
２
億
４
４
７
２
万
５
千
円
）

　

が
ん
の
早
期
発
見
と
、
が
ん
死

亡
率
の
低
下
を
め
ざ
し
、
市
民
を

対
象
に
胃
・
肺
・
大
腸
（
40
歳
以

上
）・
乳
（
40
歳
以
上
女
性
）・
子

宮
（
20
歳
以
上
女
性
）
の
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
か
ら
は
、
肺
が
ん
検
診
を
個
別

の
医
療
機
関
で
実
施
す
る
な
ど
、

受
診
機
会
の
拡
大
に
努
め
ま
し

た
。

■
「
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン

グ
・
シ
テ
ィ
」　団
地
再
生
モ
デ
ル
事

業
の
推
進
（
２
４
３
６
万
９
千
円
）

　

開
発
団
地
の
再
生
モ
デ
ル
の
構

築
と
、
南
花
台
地
域
の
周
辺
開
発

団
地
の
生
活
拠
点
化
を
目
指
し

て
、
急
激
に
少
子
高
齢
化
が
進
む

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
大
阪
府

や
関
西
大
学
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
等

と
連
携
し
モ
デ
ル
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し

て
、
コ
ノ
ミ
ヤ
南
花
台
店
２
階
に

「
コ
ノ
ミ
ヤ
テ
ラ
ス
」
を
整
備
し
、

地
域
住
民
主
体
の
地
域
包
括
支
援

教
育

健
康

環
境

市営斎場の外観（写真左）と内観（写真右）

今年開催されたラグビーフェスタの様子

　

市
民
に
よ
る
自
主
的
・
自
発
的

な
社
会
貢
献
活
動
の
活
性
化
や
、

協
働
の
促
進
を
総
合
的
に
進
め
る

拠
点
で
あ
る
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」
の

運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
公
益
活
動
へ
の
参
加
の
機
会
づ

く
り
や
活
動
の
活
性
化
、
団
体
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
向
け

て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
公
益
活
動
の
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
１
２
万
７
千
円
）

■
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

性
化
支
援
（
４
３
２
万
５
千
円
）

　

地
域
課
題
の
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
自

治
会
・
町
会
を
中
心
に
市
民
や
関

係
団
体
、
事
業
者
な
ど
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
、
市

内
11
小
学
校
区
で
設
置
さ
れ
て
い

る
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
活
動
の
支
援
を
行
い
、
地
域
の

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
し
た
。

　
　■

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定

（
５
８
７
万
１
千
円
）

　

長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
総
合

的
・
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
指

針
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
第
５
次
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

協
働

る
ー
ぷ
ら
ざ
主
催
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
写
真
は
昨
年
の
様
子
）

の
仕
組
み
づ
く
り
と
多
世
代
の
交

流
に
つ
な
が
る
多
様
な
取
組
み
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南
花
台

西
小
学
校
跡
地
に
つ
い
て
、
錦
秀

会
看
護
専
門
学
校
の
誘
致
を
進
め

る
な
ど
、
地
域
の
空
い
た
施
設
や

空
家
・
空
地
の
有
効
活
用
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
高
齢
者
い
き
い
き
都
市
構
想
の

推
進
（
１
１
０
万
５
千
円
）

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

や
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
起
業
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
構
想
の
目
標
な
ど
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。

■
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
医
療
と
介
護
の
連
携

強
化
（
１
２
３
万
６
千
円
）

　

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま

い
・
医
療
・
介
護
な
ど
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
関
係

機
関
な
ど
が
協
力
し
、
地
域
の
支

援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

■
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
く
事
業

の
展
開
（
２
１
０
万
８
千
円
）

加
え
て
、
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た

子
ど
も
服
な
ど
の
回
収
と
再
使
用

を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
「
ぐ
る

ぐ
る
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
循

環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
さ
ら

な
る
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
支
援

に
つ
な
げ
ま
し
た
。

◉今月の焦点　平成 27 年度決算報告

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
企
業
の
販
路
開
拓
を
支

援
し
た
ほ
か
、
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
研
究
開
発
・
産
業
財
産
権

の
取
得
に
対
し
て
補
助
を
行
う
な
ど
、
企
業
の
積
極
的
な
事
業
展
開

を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
府
と
連
携
し
た
融
資
の
限
度
額
を
拡
大

す
る
な
ど
、
事
業
者
に
対
す
る
各
種
支
援
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

本
市
へ
の
誘
致
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
し
、
本
市
の
魅
力
を
国
内
外
に

広
く
伝
え
る
た
め
、
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
に
よ
り
、
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
充
実
し
、外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位
置
情
報
を
活
用
し
た
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
リ
「
河
内
長
野
さ
ん
ぽ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

観
光
情
報
の
充
実
と
多
言
語
化

（
９
０
０
万
円
）

企
業
の
立
地
支
援
、

市
内
事
業
者
・
創
業
へ
の
支
援

（
１
４
８
６
万
７
千
円
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の
確
認
や
ル
ー
ト
上
の
観
光

施
設
の
情
報
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
自
然
・
歴
史
・
文
化
資
源
を

活
か
し
た
奥
河
内
観
光
の
推
進

（
１
０
４
０
万
円
）

　

本
市
が
も
つ
自
然
・
歴
史
・
文
化

資
源
な
ど
を
活い

か
し
、
観
光
振
興
や

交
流
人
口
の
増
加
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、「
ち
か
く
て
、
ふ
か

い 

奥
河
内
」
を
体
感
で
き
る
取
り

■
地
域
活
性
・
交
流
拠
点
整
備

（
１
億
６
７
４
４
万
４
千
円
）

　
「
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
」
の
地
産

地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
と
周
辺
の
整
備
工
事

が
完
了
し
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し

て
、
平
成
27
年
７
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
転
車
で
の
来
訪
を
促
進
す

る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、

収
穫
体
験
が
で
き
る
農
園
の
整
備
、
奥

河
内
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会
の
開
催
な

ど
、
河
内
長
野
版
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
ま
し
た
。

■
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助

（
３
８
６
０
万
円
）

　

子
育
て
世
代
の
転
入
・
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
と
若
年
夫
婦

世
帯
を
対
象
に
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
に

対
す
る
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

■
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
魅
力
発
信

（
１
０
１
万
９
千
円
）

　

市
民
や
学
生
な
ど
が
参
加
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、
本
市
の

魅
力
や
そ
の
発
信
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
、
ま
ち
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化（
３
５
０
万
円
）

観
光

経
済

組
み
と
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ビ
デ
オ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

活
用
し
、「
奥
河
内
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
発
信
し
ま
し
た
。

■
四
季
を
通
じ
た
観
光
事
業
の

推
進 （
３
８
５
万
２
千
円
）

　

本
市
の
観
光
資
源
を
効
果
的

に
活
用
し
、
観
光
客
の
増
加
を

図
る
た
め
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の

Ｐ
Ｒ
や
文
化
財
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
奥
河
内
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

冬の夜を彩る光
市内のイルミネーション情報

「南海体操」とは
南海電気鉄道（株）が平成27年度から29年度までの３か年で展開中のブランドイメージ向上
プロモーションの一環として実施しているＣＭソング。“「南海体操」踊ってみました。”として、
様々なグループのダンスがYouTubeにアップされています。

■
奥
河
内
イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ　

　

動
物
た
ち
が
集
合
す
る
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ
Ｏ

Ｏ
」
や
真
田
十
勇
士
も
登
場
し
ま
す
。

と
き　

12
月
１
日
㈭
〜
３
月
５
日
㈰
午
後
５
時
30
分
〜

９
時
30
分

と
こ
ろ　

府
立
花
の
文
化
園

入
場
料　

中
学
生
以
上
＝
１
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下

＝
５
０
０
円
（
３
歳
未
満
は
無
料
）

※
入
場
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
▽
購
入
は
現
地
の

ほ
か
、
イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（illum
inagegroup.com

）、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ

ン
チ
ケ
ッ
ト
、
セ
ブ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
。

問
い
合
わ
せ　

イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
事
務
局

（
☎
06
・
６
４
５
２
・
６
４
５
２
）

■
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

宇
宙
・
天
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
装
飾
を
行
い
ま
す
。

と
き　

12
月
１
日
㈭
〜
26
日
㈪
午
後
５
時
〜
11
時

※
26
日
㈪
に
小
ホ
ー
ル
で
「
モ
バ
イ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
投
影
会
（
有
料
）」
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル（
☎
56
・
６
１
０
０
）

■
寺
ケ
池
公
園
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆

パ
ー
テ
ィ
ー

と
き　

12
月
１
日
㈭
〜
25
日
㈰
午
後
５
時
〜
９
時
（
21

日
を
除
く
）

※
10
日
㈯
・
17
日
㈯
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
イ
ン

を
開
催
（
時
間
は
い
ず
れ
も
５
時
〜
▽
乗
車
賃
２
０
０

円
）
▽
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
詳
し
く
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

　

市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
認
知
度
の
向
上
を
目
指
し
て
、
南

海
電
鉄
と
協
力
し
て
、「
南
海
体
操
」
を
素
材
と
し
た

映
像
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

各
観
光
施
設
で
は
そ
の
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
出

演
し
て
お
り
、市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
多
数
の
協
力
に

よ
り
、撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
映
像
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂｅ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課

みんなで
南海体操！
奥河内ver．

が
できました

愛が、多すぎる。 検索
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
交
付
の
日
曜
臨
時

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
平
日
の
受

け
取
り
が
難
し
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

と
き　

12
月
25
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
１
時

受
取
方
法　

交
付
通
知
書
（
は
が

き
）
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を
持
っ

て
市
役
所
へ

※
詳
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
送
付
時

の
案
内
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ

ト
」
で
検
索
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
窓
口
課

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
次
の
日
時
に
一
斉
に
電
気
を

消
す
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

家
庭
や
事
業
所
で
も
電
気
を
消
し

て
、
地
球
環
境
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
い
た
事
業
所
、
個

人
の
自
宅
、
公
共
施
設
な
ど

と
き　

12
月
21
日
㈬
午
後
８
時
〜

９
時

※
通
行
に
支
障
の
あ
る
場
所
な
ど

は
消
灯
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

水
道
管
な
ど
の
凍
結
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
気
温
が
氷

点
下
に
な
る
と
、
屋
外
の
水
道
管

や
蛇
口
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
受
水
施

設
な
ど
で
水
が
凍
結
し
た
り
、
管

が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
、
早

め
に
防
寒
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
防
寒
の
方
法

　

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
に
は
保

温
材
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

市
販
▽
毛
布
や
布
で
も
可
）
を
巻

き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
か

ぶ
せ
る
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
時

　

凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

と
か
け
る
。

※
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
熱

か
ら
、
医
療
費
の
還
付
金
な
ど
の

手
続
き
を
す
る
と
偽
り
、
携
帯
電

話
で
指
示
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
預
払
機
）
へ
誘
導
し
、
現
金
を

振
り
込
ま
せ
、
だ
ま
し
取
ろ
う
と

し
ま
す
。

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
の
手
続
き
は

で
き
ま
せ
ん

・
犯
人
は
、「
今
日
中
に
手
続
き

を
す
れ
ば
間
に
合
う
」
な
ど
、
焦

ら
せ
て
き
ま
す

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
を

狙
っ
た
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す

・
無
人
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
し
て
き

ま
す

■
「
息
子
や
警
察
官
を
騙
っ
た
オ

レ
オ
レ
詐
欺
が
多
発
」

　
「
息
子
を
騙
っ
た
犯
人
か
ら
、

会
社
の
金
を
使
い
込
ん
で
し
ま
っ

た
」
や
、「
警
察
官
を
騙
っ
た
犯

人
か
ら
口
座
の
暗
証
番
号
を
聞
い

た
り
、
現
金
の
引
き
出
し
を
指
示

す
る
電
話
が
あ
り
、
現
金
を
だ
ま

し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。

・「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
、
オ

レ
オ
レ
詐
欺
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
考
え
、
慎
重
に
会
話
し
、
必

ず
元
の
番
号
に
電
話
し
て
確
認
し

て
く
だ
さ
い

・
普
段
か
ら
家
族
内
で
連
絡
を
取

り
合
い
、
振
り
込
め
詐
欺
の
対
策

に
つ
い
て
話
し
合
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

■
車
上
荒
ら
し
に
ご
注
意
を

　

市
内
で
、
車
上
荒
ら
し
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
車
を
離
れ
る
と
き

は
自
宅
で
あ
っ
て
も
必
ず
施
錠

し
、
車
内
に
貴
重
品
を
残
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　

12
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

保
険
年
金
課

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
問
い
合
わ
せ

を
。

湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。

■
凍
結
し
て
破
損
し
た
時

　

止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
、

☎
53
・
６
６
２
１
）
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
課

安
全
安
心

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

　

消
防
署
で
は
、
火
災
や
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
消
防
車
両
に

よ
る
火
災
予
防
広
報
な
ど
の
歳
末

特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期
間　

12
月
１
日
㈭
〜
31
日
㈯

問
い
合
わ
せ　

消
防
署

（
☎
53
・
５
６
８
１
）

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

市
内
で
還
付
金
詐
欺
や
オ
レ
オ

レ
詐
欺
な
ど
の
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

■
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
は
す
べ
て
詐

欺
　

市
役
所
の
職
員
を
騙か

た

っ
た
犯
人

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前10時～正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。
★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉廃食用油の回収
ところ 12月 １月

千代田公民館 12日 16日
南花台公民館 15日 19日
高向公民館 ー 18日
加賀田公民館 ９日 ー
三日市公民館 16日 ー
くすのかホール ー 23日
あやたホール 26日 ー

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。
★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しな
いでください。
★廃食用油回収協力店を募集中▷協力いただけ
る店舗は環境政策課へご連絡ください。

暮
ら
し

　特定健診は取扱い医療機関で
個々に受診することができます
が、より多くの人に受診していた
だくため、市役所別館で集団検診
を実施します。
■当日はがん検診（有料）も併せ
て受診できます
対象　市国民健康保険に加入して
いる40歳（今年度中に40歳に
なる人を含む）～74歳の人
※今年度に取扱医療機関で個別
に特定健診または人間ドックを受
診した人や、受診する予定の人は

受けることができません。
とき　３月５日㈰午前８時30分
～11時30分
ところ　市役所別館
定員　100人（先着順）
申し込み　保険証と特定健診受診
券を用意して電
話で保険年金
課へ
※がん検診の
詳細は保健セン
ターに問い合わせを。
問い合わせ　保険年金課

～国民健康保険に加入している 40歳以上の人へ～
特定健康診査（無料）の集団検診を実施します！

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

年
金
相
談

　

日
本
年
金
機
構
が
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
た
だ
し
、
正
確
な
支
給
予
定

額
な
ど
は
計
算
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

12
月
13
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
▽
３
月
14
日
㈫
に
も
実
施
予
定

と
こ
ろ　

市
役
所

持
ち
物　

年
金
手
帳
、年
金
証
書
、

年
金
定
期
便
、
職
歴
の
分
か
る
書

類※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

■
近
大
病
院
ド
ク
タ
ー
カ
ー

と
合
同
訓
練
を
実
施

　

消
防
本
部
は
11
月
11
日

に
、
近
大
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
の
合

同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

救
急
活
動
の
円
滑
化
と
救
命

率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
消

防
隊
員
ら
33
人
と
医
師
・
看

護
師
ら
５
人
が
参
加
し
、
ド

ク
タ
ー
カ
ー
出
動
要
請
時
の

連
携
訓
練
や
、
症
例
検
討
会

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

消
防
合
同
訓
練
を
実
施

　

10
月
26
日
、
障
が
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
小
山

田
町
）
で
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
に
伴
う
消
防
合
同
訓

練
が
河
内
長
野
青
年
会
議
所

理
事
長
の
大
西
慶よ

し

典の
り

さ
ん
を

一
日
消
防
署
長
に
迎
え
、
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に

は
、
同
セ
ン
タ
ー
職
員
や
消

防
署
員
、
消
防
団
員
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
。
は
し
ご

車
に
よ
る
救
出
や
応
急
処
置

の
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
人
た
ち
は
、
防
火
意

も
し
も
の
時
に
備
え
て

暮らし 安全安心 保険・年金

安全安心

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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ピ
ア
セ
ン
タ
ー

か
わ
ち
な
が
の
の
催
し

　
■
ピ
ア
サ
ロ
ン「
ク
ッ
キ
ン
グ
＆

交
流
会
」
〜
料
理
し
な
が
ら
情
報

交
換
〜

対
象　

市
内
在
住
の
肢
体
障
が
い

者と
き　

12
月
21
日
㈬
正
午
〜
午
後

２
時　

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
か
み
ね

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

申
し
込
み　

12
月
５
日
〜
14
日
に

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
へ

問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か

わ
ち
な
が
の
（
☎
56
・
１
６
９
０
、

℻
56
・
１
６
９
２
）

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

①
電
車
で
行
こ
う
〜
京
都
鉄
道
博

物
館
〜

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者
▽
ペ
ア

で
参
加
を

と
き　

12
月
16
日
㈮
午
前
８
時
15

市政と関連情報 モックル生活ガイド

分
〜
午
後
６
時
▽
集
合
は
河
内
長

野
駅
改
札
前

定
員　

５
組
（
抽
選
）

※
交
通
費
、
食
費
、
入
館
料
な
ど

の
実
費
が
必
要
。

②
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス「
パ
ン
ダ
く

ら
ぶ
」

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
と

そ
の
支
援
者
▽
ペ
ア
で
参
加
を　

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
の

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

南
花
台
小
学
校

※
入
会
費
３
０
０
０
円
、
年
会
費

１
０
０
０
円
が
必
要
▽
見
学
・
体

験
希
望
の
人
は
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

①
②
の
申
し
込
み　

①
は
12
月
８

日
、
②
は
３
月
31
日
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
☎
56
・

１
５
９
０
、
℻
56
・
１
５
９
２
）

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

対
象　

平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
府
内

在
住
の
ろ
う
あ
者
と
そ
の
家
族

と
き　

１
月
８
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）

申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス

（
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
記
入
）
で
大
阪
聴
力

障
害
者
協
会
事
務
局
へ
▽
当
日
参

加
も
可

問
い
合
わ
せ　

同
事
務
局
（
☎
06
・

６
７
６
１・
１
３
９
４
、
℻
06
・

６
７
６
８・３
８
３
３
）

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

　

訪
問
看
護
を
テ
ー
マ
に
看
護
師

が
お
話
し
し
ま
す
。

と
き　

12
月
15
日
㈭
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

富
田
林
保
健
所

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

12
月
９
日
ま
で
に
同

所
へ

問
い
合
わ
せ　

富
田
林
保
健
所
地

域
保
健
課
（
☎
23
・
２
６
８
４
）

大
阪
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す

　

大
阪
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

は
、障
が
い
者
の
特
性
を
理
解
し
、

個
々
に
必
要
な
訓
練
を
身
に
つ
け

る
障
が
い
者
の
た
め
の
訓
練
施
設

で
す
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
、
Ｗ
ｅ
ｂ

デ
ザ
イ
ン
科
、Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

オ
フ
ィ
ス
実
践
科
、
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
科
の
平
成
29
年
４
月
入
校
生

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付　

12
月
１
日
〜
２
月
２

日
（
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
科
は
１
月

11
日
ま
で
）
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河

内
長
野
へ

※
願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で

配
布
し
て
い
ま
す
▽
詳
し
く
は
同

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

大
阪
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校（
☎
０
７
２・２
９
６
・

８
３
１
１
）

税
金
は
滞
納
せ
ず

正
し
く
納
め
ま
し
ょ
う

■
税
収
確
保
重
点
月
間

　

府
で
は
、
12
月
を
税
収
確
保

重
点
月
間
と
定
め
、
市
町
村
と

連
携
し
、
滞
納
者
に
対
す
る
徹

底
し
た
催
告
や
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
を
行
い
、
納
期
内
に

納
税
さ
れ
た
人
と
の
税
の
公
平

性
を
確
保
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

府
南
河
内
府
税
事

務
所
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

12
月
28
日
ま
で
に
納
付
を

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

４
期
分

　

ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

夜
間
・
休
日
も
取
り
扱
う
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額
30
万

円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
手
数
料
は
不
要
で
す
。
ま

た
、
安
心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

従
業
員
の
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
従
業

員
の
個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
引

き
去
り
、
納
入
い
た
だ
く
こ
と

（
特
別
徴
収
）
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
府
と
府

内
全
43
市
町
村
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

徹
底
し
ま
す
。
詳
し
く
は
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.pref.

osaka.lg.jp/zei/alacarte/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

　

11
月
13
日
に
第
２
回
奥
河
内
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
３
時
間
と
５
時
間
コ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
１
０
２
組
３
３
８
人

が
参
加
。
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
地
図

を
も
と
に
時
間
内
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
回
っ
て
得
点
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
で
、
く
ろ
ま
ろ
の
郷
を
出

発
地
点
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
地
点

を
目
指
し
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
の
合

図
と
と
も
に
一
斉
に
飛
び
出
し
た

参
加
者
ら
は
街
中
の
お
寺
や
公
園

な
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
回
る
組
の
ほ

か
、
紀
見
峠
や
四
季
彩
館
な
ど
高

得
点
を
狙
う
組
な
ど
様
々
。
写
真

を
撮
る
姿
か
ら
も
参
加
者
が
と
て

も
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
伝
わ
り

ま
し
た
。

く
ろ
ま
ろ
フ
ァ
ー
ム

収
穫
体
験

　

く
ろ
ま
ろ
の
郷
に
隣
接
す
る
農

地
「
く
ろ
ま
ろ
フ
ァ
ー
ム
」で
11
月

７
日
、高
向
保
育
園
と
汐
の
宮
保
育

園
の
園
児
た
ち
約
70
人
が
さ
つ
ま

芋
の
収
穫
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
芋
が
土
か
ら
少
し
見
え

る
と
、
体
全
体
を
使
っ
て
力
強

く
引
っ
張
り
、
収
穫
で
き
る
と
、

満
面
の
笑
み
と
大
き
な
声
で
先
生

に
報
告
。
収
穫
し
た
さ
つ
ま
芋
を

袋
い
っ
ぱ
い
に
持
ち
帰
り
、
自
然

の
中
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

障がい者 税金

税
金

障
が
い
者

通信
VOLUME10

奥
河
内

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会

第２回
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ム
案
の
発
表
会
を
キ
ッ
ク
ス
で
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
学
び
」
か
ら
始
ま
る

新
し
い
世
界

　

高
齢
化
が
進
む
本
市
で
す
が
、

別
の
視
点
で
見
れ
ば
長
寿
化
と
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ニ

ア
世
代
が
１
つ
の
キ
ャ
リ
ア
を
終
え

て
か
ら
も
、
新
た
な
挑
戦
を
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
新
し
い

世
界
や
自
分
を
発
見
し
、
自
分
ら

し
い
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に

「
学
び
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
び
の
場
、
出
会
い
の
場
、

く
ろ
ま
ろ
塾

　

く
ろ
ま
ろ
塾
は
平
成
23
年
６
月
に

開
校
し
た
市
民
大
学
で
、
市
内
在
住

　

市
で
は
「
高
齢
者
が
い
き
い
き

と
暮
ら
す
笑
顔
と
活
力
の
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
の
実
現
の
た
め
、
４
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
生

涯
を
通
じ
た
学
習
や
交
流
の
機
会

づ
く
り
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
高
齢
・

福
祉
課

い
く
つ
に
な
っ
て
も

学
ぶ
楽
し
さ
を

　

生
涯
を
通
じ
学
ぶ
楽
し
さ
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
で
は

様
々
な
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、

学
び
を
通
じ
た
自
己
の
充
実
と
新

た
な
仲
間
づ
く
り
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
仲
間
と
の
集
い
を

通
じ
て
よ
り
広
く
地
域
と
ふ
れ
あ

い
、
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

4

ま
た
は
在
学
・
在
勤
す
る
人
な
ら
誰

で
も
無
料
で
入
塾
が
で
き
ま
す
。
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
キ
ッ
ク
ス
）
を

中
心
に
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を

市
全
域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
世
代

を
超
え
て
学
び
合
う
機
会
が
増
え
、

地
域
に
多
く
の
交
流
の
輪
が
広
が
り

ま
す
。
地
域
で
学
び
、
そ
の
経
験
を

地
域
に
活い

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
興

味
の
あ
る
人
は
キ
ッ
ク
ス
、
ラ
ブ
リ

ー
ホ
ー
ル
の
窓
口
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
入
塾
手
続
き
を
。

く
ろ
ま
ろ
塾
に
関
す
る
問
い
合

せ
・
申
し
込
み
　
く
ろ
ま
ろ
塾

事
務
局
（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・

０
０
０
１
）、
電
子
メ
ー
ルkuro

m
aro@

kiccs.jp

、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://kiccs.jp

い
き
い
き
介
護
教
室

　

歌
と
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　

12
月
21
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

休
日
急
病
診
療
所

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

52
・
０
１
８
０
）

す
こ
や
か
体
操
教
室

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

と
き
・
内
容　

①
12
月
20
日
㈫
＝

膝し
っ

痛つ
う

予
防
の
講
話
と
膝ひ

ざ

楽ら
く

体
操
、

②
１
月
27
日
㈮
＝
健
康
長
寿
の
た

め
の
食
事
の
講
話
と
体
操
▽
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
45
分
〜
11

時
45
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

①
②
の
申
し
込
み　

12
月
５
日
か
ら

電
話
で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
高
齢
・

福
祉
課

世
代
を
超
え
て

共
に
学
ぶ

　
「
こ
の
辺
は
旧
村
で
、
若
い
人
が

あ
ん
ま
り
い
な
い
ん
よ
」「
こ
の
地

域
は
車
が
少
な
く
、
公
園
も
あ
る

し
子
育
て
し
や
す
い
よ
」

　

大
阪
千
代
田
短
期
大
学
の
学
生

と
く
ろ
ま
ろ
塾
生
が
一
緒
に
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
、
地
域
課
題
を
検
討

す
る
「
く
ろ
ま
ろ
塾
大
学
連
携
講

座
」。
こ
の
日
は
そ
れ
ぞ
れ
が
調
べ

て
き
た
地
域
の
情
報
を
出
し
合
い
、

地
域
の
特
徴
や
特
性
を
考
え
ま

し
た
。
今
回
の
講
座
で
は
、
同
大

学
の
青あ
お

木き

淳あ
つ

英ひ
で

先
生
の
指
導
の
も

と
、
地
域
の
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
解
決

策
を
探
っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
勉

強
し
て
い
き
ま
す
。
難
し
い
テ
ー

マ
に
も
関
わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん
い

き
い
き
と
し
た
表
情
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
を
受
講
し
た
感
想
を

伺
う
と
、
学
生
も
く
ろ
ま
ろ
塾
生

も
一
様
に
「
楽
し
い
!!
」
と
笑
み

が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
ど

ん
な
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
き
出

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

５
回
に
わ
た
る
こ
の
講
座
で
検
討

し
た
地
域
の
課
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ

高
齢
者

くろまろ塾本部講座 大学連携講座
～大阪千代田短期大学編～

■地域の課題解決　プログラム案の発表
▶とき　１月15日㈰午後１時30分～４時30分
▶ところ　キックス　▶定員　100人（先着順）
▶申し込み　12月６日から電話でくろまろ塾事務
局へ ▶キックスホームページでも申し込み可

シリーズ人権 連 載

KAORU
KUSUNOKI

楠木薫

花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

 第16回 満ち足りていて
気付かない

12月４日～10日は

人 権 週 間
国では、12月４日～ 10日を「人権
週間」とし、全国的な啓発活動に取り
組んでいます。21世紀は「人権の世紀」
とも言われます。市民のみなさんも、
身近なところから人権について考えて
みませんか。また、「人権週間」にち
なんだ展示を 12月 15日まで市役所
で行います。
問い合わせ　人権推進課

　

師
走
に
入
っ
て
、
大
学
時
代
の

運
動
部
の
同
期
で
集
ま
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
37
年
前
、
大
学
を

巣
立
っ
た
頃
は
み
ん
な
若
く
、
元

気
で
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
今

集
ま
る
と
、
わ
た
し
は
人
間
ド
ッ

ク
の
検
査
で
要
精
検
で
す
。
当
時

の
キ
ャ
プ
テ
ン
は
持
病
を
、
庶
務

の
Ｎ
さ
ん
は
視
覚
の
病
気
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
リ
ュ
ウ
マ
チ
、
成

人
病
、
還
暦
の
頃
に
出
る
病
気
の

オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。
話
題
は
若

い
頃
の
話
か
ら
現
在
の
暮
ら
し
、

病
気
ま
で
尽
き
る
こ
と
な
く
続
き

ま
し
た
。

　

帰
り
に
、
わ
た
し
は
Ｎ
さ
ん
に

肘ひ
じ

を
貸
し
て
駅
ま
で
一
緒
に
歩
き

ま
し
た
。
道
行
く
若
い
人
た
ち
の

中
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。
駅
の

近
い
と
こ
ろ
ま
で
来
る
と
階
段
も

あ
り
ま
し
た
。
道
行
く
人
は
み
ん

な
急
い
で
い
て
、
な
か
な
か
道
を

あ
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
し
も

歳
を
と
り
、
気
長
に
Ｎ
さ
ん
を
改

札
近
く
ま
で
誘
導
し
ま
し
た
。

　

実
は
、
わ
た
し
も
18
年
ほ
ど

前
、
業
務
中
に
高
い
塀
か
ら
飛
び

降
り
、
膝
の
半
月
板
を
壊
し
て
い

ま
す
。
そ
の
折
、
１
か
月
ほ
ど
ギ

プ
ス
を
巻
い
て
松ま

つ

葉ば

杖づ
え

で
生
活
し

ま
し
た
。
と
に
か
く
内
心
い
や
に

な
っ
た
の
は
建
物
や
道
の
段
差
で

し
た
。
職
場
の
階
段
を
上
り
下
り

す
る
こ
と
、
家
の
階
段
、
近
所
の

お
店
へ
行
く
歩
道
橋
、
そ
れ
が
ど

れ
ほ
ど
面
倒
で
、
外
出
を
億お

っ

劫く
う

に

さ
せ
る
も
の
か
、
そ
の
時
身
を

も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

　

若
く
元
気
な
時
代
に
、
こ
う
い

う
状
況
は
想
像
で
き
に
く
い
も
の

で
す
。
わ
た
し
も
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
言
う
言
葉
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
知
識
で

し
た
。そ
れ
が
、こ
の
よ
う
な
き
っ

か
け
で
一
時
的
に
せ
よ
自
身
の
身

が
自
由
な
行
動
を
制
約
さ
れ
る
と

な
る
と
、
新
た
な
視
点
が
生
ま
れ

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
の
た
め

に
そ
の
行
動
の
自
由
を
制
約
さ
れ

て
い
る
他
の
方
々
に
と
っ
て
、
こ

の
町
や
職
場
は
本
当
に
暮
ら
し
や

す
い
の
だ
ろ
う
か
。
周
り
の
わ
た

し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ

う
か
。

　

満
ち
足
り
て
い
る
時
気
付
か
な

い
こ
と
も
、月
が
欠
け
る
よ
う
に
、

何
か
が
制
約
さ
れ
て
、
初
め
て
気

づ
く
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
視
覚

に
障
が
い
の
あ
る
方
が
言
っ
て
お

ら
れ
た
一
言
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。「
も
し
自
分
だ
っ
た
ら
。
そ

れ
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
」
と
。

　
「
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
と
は
、

き
っ
と
人
を
思
い
や
る
心
と
心

が
、
幾
重
に
も
つ
な
が
る
街
を
つ

く
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

▲若い世代と触れあう機会もあるくろ
まろ塾（写真は大学連携講座の様子）



18市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶19 広報かわちながの●平成28年（2016）12月号

❶給水車からの給水体験　❷的に向かって消火器を吹き付けます　❸AEDを使った応急措置訓練　❹いかに速く正確にけが人
を担架で運べるかタイムを競いました　❺天ぷら火災の消火訓練

　地域防災総合訓練が 11月６日、赤峰市民広場で
あり、自主防災組織や関係機関など約 1100 人が
参加しました。
　訓練は巨大地震が発生したとの想定で実施。初
期消火や救出・救助、応急処置のほか、搬送、バ
ケツリレーなどの訓練が行われました。また、会
場にはロープの結索や給水体験、地震体験車など
の体験コーナーも設けられ、来場した人たちは防
災・減災への意識を高めていました。

地域のみんなで万全な備えを
地域防災総合訓練

❸❹

❶

Photo new
s kaw

achinagano

歴史と文化を楽しむ
高野街道まつり

　河内長野駅前から三日市町駅前までの高野街道を
中心に 10 月 23 日、高野街道まつりが行われ、約
４万人が集まりました。この日は、河内長野駅周辺
ではフリーマーケットなどが、三日市町駅前では日
野獅子舞など、高野街道では約 4000 人が参加した
スタンプラリーが催されました。来場した人たちは、
高野街道沿いに残る歴史や文化遺産を感じながらス
テージやイベントを楽しみました。

❶ステージでは市観光協会50周年を記念してご当地キャラ
クターが大集合　❷高野街道は多くの人で賑わいました

❶

❷

「鉄道の裏側」大公開！
南海電車まつり

　10月 29 日、南海電鉄千代田工場で南海電車まつ
りが開催されました。当日は、子ども車掌体験、電
車と綱引きなどが行われ、参加した子どもたちは興
奮した様子で楽しんでいました。また、ラピートの
車内見学会、工場内見学なども催され、車両吊り下
げ実演では大きな歓声があがるなど、来場した人た
ちは普段は見ることのできない工場の様子を楽しん
でいました。また、モックルもステージイベントに参
加し、○×クイズなどで市の観光ＰＲを行いました。

　図書館で10 月30 日、あいっくで11 月６日に「読
みメン応援！父と子のえほんのひろば」が開催され
ました。図書館では読みメンの先輩が絵本の読み方
のテクニックなどを紹介し、あいっくでは市内在住
の絵本作家のきたあいりさんがお話しされ、参加し
た親子らは新たな絵本の世界観を広げていました。
　このイベントは 12月４日・11 日にあいっくで、
18 日に図書館でも行います。申し込みや問い合わ
せなど、詳しくはあいっく（☎ 50-4664）まで。

❺

❷

まちの話題をお届けします

パパやじいじも読みメンに
読みメン応援！父と子のえほんのひろば

　平成 28年度大阪府レスリング総合大会で優勝、第
33 回全国少年少女レスリング選手権大会に出場し、
女子の部５年生 30kg 級で優勝した東

あづま

萌
もえ

さん（美加
の台小５年）が 10月 14 日、市役所で島田市長と和
田教育長に結果を報告しました。
　２人の兄と週末に吹田へ練習に通っている東さん
に市長は「今後の活躍も期待しています」と激励の
言葉を贈りました。

レスリングで金メダル
全国少年少女レスリング選手権大会優勝


